
学校法人東京農業大学

▶研究&教育 最前線
“カッコいい農家”をよりカッコよく
東京農業大学 助教　小川繁幸

▶ZOOM UP
牛、豚、家禽の畜産総合農場
富士の裾野でいのちを学ぶ

▶「連携を密にし内外に力強く発信」  学校法人東京農業大学　大澤理事長が再任
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東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
パスポートを20冊くらい持っています。普通のもの以外に公用、国連発行のものもあり、公用は１回だけのも

のと数次とありますから、計４種類ですね。
東京農大を卒業後、JICA（国際協力機構）で研修を受け1988年、青年海外協力隊員としてネパールに派遣

されました。首都カトマンズから東へ70㌔離れた村で電気、水道、ガスが無い家に住み、２年間、現地の人た
ちに野菜生産の指導をしました。その翌年からは「スペシャリスト」として３年間、さらに1994年からは「スペシャ
リスト」として２年間、ネパールで農業指導を続けました。公用パスポートはこの時代のものです。
ネパールは計７年間過ごしたので、最も思い出深い国になりました。ちょうど、最終的に王政の廃止に至る民

主化運動が高まっていた時期でした。カトマンズから西へ200㌔のポカラという都市で、プロジェクトリーダーを
していた時、運動が暴動に発展しました。事務所近隣のイギリスの事務所が放火されたと自宅に連絡が入り、
事務所のトラックを出しておかなければと、バイクで向かいました。しかし、途中で暴徒に捕まってしまい、政
府側の人間とみられ、バイクから降ろされて小突かれま
した。鉄パイプで殴られそうになった時、知人と目が合
い、必死でアピールすると、彼が「日本人だ、日本人だ！」
と叫んでくれ、寸前で助かりました。
国連のパスは、ナイジェリアにある国際熱帯農業研究

所（IITA）に2000年から04年まで勤務していた時のも
のです。この時も、出張の最中、フロントガラスに大き
な石をぶつけられ車を奪われるカージャックの被害に遭
いそうになりましたね。マラリアも４回、かかっています。
パスポートのページをめくると、そんな思い出がぱーっ

と、鮮やかによみがえります。もちろん危機一髪の場面
だけじゃなく、収穫が増えて感謝されたり、家族も一緒
でしたから、その思い出も。
近年、協力隊員のなり手が少なくなり、困っているそ

うです。東京農大はJICAに最も多くの人材を送り出して
いる大学です。学生諸君には「誰かがやらなければな
らない仕事だ。志をもって農業を学んだ君たちがやって
みないか」と呼びかけています。

（まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾）
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第13回

私の宝もの
東京農業大学　国際食料情報学部  教授  志和地弘信
しわち・ひろのぶ／1960年鹿児島県生まれ。鹿児島大学連合農学研究科生物生産科学博士課
程修了。農学博士。東京農業大学国際食料情報学部国際農業開発学科教授。専門は熱帯作物学
など。

パスポート

▲▶色とりどりのパスポー
ト。東南アジア、アフ
リカの主要20カ国をす
べて旅したという。
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学校法人東京農業大学
2019　東京農大創立128年

東
京
農
業
大
学
の
沿
革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。



農
業
で
重
要
な
役
割
果
た
す
女
性

現
在
、女
性
農
業
者
は
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
約
40
㌫
を

占
め
て
お
り（
表
１
）、「
農
業
経
営
の
現
場
で
の
女
性
活
躍

状
況
調
査
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
２
０
１
３
年
）
に
よ
れ

ば
、女
性
が
参
画
し
て
い
る
農
業
経
営
体
ほ
ど
販
売
金
額
が

大
き
く
、経
営
の
多
角
化
に
取
り
組
む
傾
向
が
強
い
な
ど
、地

域
農
業
の
振
興
や
農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
の
展
開
に

重
要
な
役
割
を
担
って
い
る
。ま
た
、女
性
が
経
営
者
又
は
経

営
方
針
の
決
定
に
関
わ
る
割
合
は
47
・１
㌫
と（
表
２
）、約
半

数
の
農
家
で
女
性
が
経
営
に
参
画
す
る
な
ど
、
女
性
は
農

業
経
営
の
発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
女
性
の
可
能
性
は
、普
段
、大
学
で
学
生
と
接

す
る
な
か
で
も
強
く
感
じ
て
い
る
。女
子
学
生
の
比
率
が

年
々
高
ま
り
、
目
的
を
も
っ
て
勉
学
に
励
み
、
自
ら
積
極
的

に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
学
生
は
、
女
性
が
多
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。本
学
は
地
域
の
担
い
手
を
育
成
し
、
地
域
に
還
す

こ
と
を
目
的
と
し
た「
人
物
を
畑
に
還
す
」
と
の
教
育
理
念

を
掲
げ
て
お
り
、女
子
学
生
を
地
域
に
還
す
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

一
方
、農
林
漁
業
の
生
産
現
場
で
も
、生
産
者
が
作
り
た

い
も
の
を
作
れ
ば
売
れ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型
の
時
代
は

終
わ
り
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想
で
取
り
組
ま
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
て
い
る
。女
性
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
力
や
消
費
者
・
生
活
者
目
線
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
の
だ
。

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
そ
ん
な
女
性
の
活
躍
に
期
待
し
、広
く
認
知
さ
れ
た
の
が

農
林
水
産
省
の
「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」
だ
ろ
う
。農
業

で
活
躍
す
る
女
性
の
姿
を
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
情
報

発
信
す
る
こ
と
で
、社
会
全
体
で
の
女
性
農
業
者
の
存
在
感

を
高
め
、併
せ
て
職
業
と
し
て
の
農
業
を
選
択
す
る
若
手
女

性
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
３
年
か
ら
展
開

さ
れ
て
い
る
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
、
女
性
農
業
者
は「
農
業

女
子
」と
呼
ば
れ
、
全
国
の
農
業
女
子
が
日
々
の
生
活
や
仕

事
、自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
培
っ
た
知
恵
を
企
業
の
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
と
結
び
つ
け
、
新
た
な
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
、
情
報
を
創
造
し
、
社
会
に
広
く
発
信
し
て
い
く

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
当
初
、
農
業
女
子
37
人
、
企
業
12
社
で
ス
タ
ー
ト
し
た
プ

ロ
ジ
ェク
ト
は
、
２
０
１
９
年
７
月
時
点
で
、
農
業
女
子
７
７

５
名
、企
業
は
34
社
に
ま
で
拡
充
し
て
い
る
。そ
し
て
、女
性

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
多
く
の
商
品
が
開
発
・

販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、農
業
へ
の
さ
ら
な
る
女
性
参
入
や
、女
性
ら
し
い

農
業
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
う
え
で
は
、
若
年
層

の
女
性
の
取
り
込
み
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。そ
の
た
め
に

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
下
で
企
画
さ
れ
た
の
が
「
チ
ー
ム

〝
は
ぐ
く
み
〞」だ
。高
校
・
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
活
躍
す

る
農
業
女
子
の
魅
力
を
結
び
つ
け
、農
業
を
志
す
学
生
の
発

掘
や
動
機
づ
け
、意
識
の
向
上
に
取
り
組
む
た
め
、２
０
１
６

年
に
結
成
さ
れ
た
。こ
の
企
画
に
は
、２
０
１
９
年
７
月
時
点

で
７
校
が
参
画
し
て
い
る
。大
学
と
し
て
初
め
て
参
加
し
た

の
が
東
京
農
大

で
あ
る
。こ
こ
で

の
活
動
で
テ
ー

マ
と
し
て
い
る

の
は
「K

aw
aii

（
か
わ
い
い
）」。

女
子
生
徒
・

学
生
が
得
意
と

す
る
価
値
観

で
、
日
本
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

と
し
て
世
界
か

ら
着
目
さ
れ
て

い
る
。こ
の
価
値

観
を
、「
農
」の

領
域
で
展
開
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
市
場
の
創
出
や
女
性
ら

し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を
目
的
に
、「
新
た
な
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
るkaw

aii

農
業
女
子
育
成
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」と
題
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ン
ド
を「
農
」か
ら

　
そ
の
中
で
作
業
着
＝
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。今
、
若
者
た
ち
の
間
で
は
フ
ァッ
シ
ョン
の
ト
レ
ン
ド
と
し

て
、ワ
ー
ク
ウ
ェア
が
着
目
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、
多
く
の
人

に
農
の
魅
力
を
伝
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
、
あ
え
て

ワ
ー
ク
ウ
ェア
専
門
の
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、ア
パ
レ
ル
業
界
で

活
躍
す
る
企
業
と
連
携
し
た
。

　
今
、
ア
ウ
タ
ー
と
し
て
流
行
し
て
い
る
コ
ー
チ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
開
発
し
た
。女
子
学
生
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
、ポ
ケ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
や
位
置
、丈
な
ど
、す
べ
て
農
作
業
の

状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
理
屈
と
機
能
美
に
こ
だ
わ
っ

た
。

　
通
常
、コ
ー
チ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
ボ
タ
ン
ど
め
だ
が
、農
作
業
で

使
う
と
砂
が
入
り
こ
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
ジ
ッ

パ
ー
を
加
え
、ポ
ケ
ッ
ト
は
物
が
落
ち
な
い
よ
う
斜
め
に
し
か

も
大
き
く
深
い
形
に
し
た
。さ
ら
に
小
物
が
入
れ
る
内
ポ

ケ
ッ
ト
を
設
け
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
丈
は
し
ゃ
が
ん
で
も
尻
が
出

な
い
よ
う
に
長
め
に
し
、極
め
つ
け
は
、蚊
取
り
線
香
を
つ
け

る
た
め
の
フ
ッ
ク
を
設
け
る
な
ど
、こ
だ
わ
り
満
載
で
あ
る
。

　
こ
の
コ
ー
チ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
本
学
の
学
生
だ
け
で
な
く
、

〝
カ
ッ
コ
い
い
農
家
〞を
よ
り〝
カ
ッ
コ
よ
く
〞魅
せ
る
た
め
に
、

地
域
の
農
家
に
も
提
供
し
愛
用
い
た
だ
い
て
い
る
。農
家
が

何
気
な
く
羽
織
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
、
実
は
フ
ァッ
シ
ョン
の
ト
レ

ン
ド
で
あ
れ
ば
、
農
家
は
よ
り〝
カ
ッコ
よ
く
〞見
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
若
い
世
代
が
農
林
漁
業
に
対
し
て
抱
く
負
の
イ
メ
ー
ジ

（
危
険
、汚
い
、か
っ
こ
悪
い
な
ど
）を
払
し
ょ
く
し
、華
や
か
な

イ
メ
ー
ジ
の
強
い
フ
ァッ
シ
ョ
ン
か
ら
農
林
漁
業
の
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
で
、若
者
に
農
林
水
産
業
を
選
択
し
て
も
ら
う

た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
う
。

図２ ｢Universal overall｣とのコラボによる
　　 コーチジャケット

図１ 大学の農業女子プロジェクトとして実施した農機具体験の様子

表２ 経営方針の決定に関わっている者の状況別農家数の割合 表１ 農業就業人口及び基幹的農業従事者数

研究＆教育

最前線
The front line of

research
and education

●専門分野：地域経済学
●主な研究テーマ：持続可能な社会
の構築にむけた資源循環に関する
研究
●主な著書等：山村再生ビジネスと
マーケティング（共著）（㈱日本林
業調査会）他

　い
ま
日
本
の
地
域
社
会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
市
場
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
日
本
の
食

料
を
支
え
る
北
海
道
で
も
こ
の
問
題
は
深
刻
で
、
網
走
市
に
立
地
す
る
東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
（
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
）
は
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
は
数
あ
る
地
域
資
源
の
中
で
も
人
＝
農
家
に
着
目

し
、
地
域
社
会
を
担
う
〝
カ
ッ
コ
い
い
農
家
〞を
よ
り
〝
カ
ッ
コ
よ
く
〞魅
せ
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
次
世
代
を
担

う
若
者
た
ち
が
職
業
と
し
て
農
業
を
選
択
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
を
作
る
の
が
狙
い
だ
。
地
域
の
担
い
手
と
し
て
特
に
着
目
し
て
い

る
の
が
女
性
だ
。

農
業
女
子
の
視
点
で
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
開
発

〝
カ
ッ
コ
い
い
農
家
〞を
よ
り
カ
ッ
コ
よ
く

おがわ・しげゆき／１９８２年新潟県生
まれ。東京農業大学大学院生物産業学
研究科生物産業学専攻博士後期課程修
了。東京農業大学生物産業学部自然資
源経営学科（６次産業化研究室）助教。
博士（経営学）。

東京農業大学

助教  小川繁幸

研究&教育 最前線02 研究&教育 最前線 01
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農
業
で
重
要
な
役
割
果
た
す
女
性

現
在
、女
性
農
業
者
は
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
約
40
㌫
を

占
め
て
お
り（
表
１
）、「
農
業
経
営
の
現
場
で
の
女
性
活
躍

状
況
調
査
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
２
０
１
３
年
）
に
よ
れ

ば
、女
性
が
参
画
し
て
い
る
農
業
経
営
体
ほ
ど
販
売
金
額
が

大
き
く
、経
営
の
多
角
化
に
取
り
組
む
傾
向
が
強
い
な
ど
、地

域
農
業
の
振
興
や
農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
の
展
開
に

重
要
な
役
割
を
担
って
い
る
。ま
た
、女
性
が
経
営
者
又
は
経

営
方
針
の
決
定
に
関
わ
る
割
合
は
47
・１
㌫
と（
表
２
）、約
半

数
の
農
家
で
女
性
が
経
営
に
参
画
す
る
な
ど
、
女
性
は
農

業
経
営
の
発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
女
性
の
可
能
性
は
、普
段
、大
学
で
学
生
と
接

す
る
な
か
で
も
強
く
感
じ
て
い
る
。女
子
学
生
の
比
率
が

年
々
高
ま
り
、
目
的
を
も
っ
て
勉
学
に
励
み
、
自
ら
積
極
的

に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
学
生
は
、
女
性
が
多
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。本
学
は
地
域
の
担
い
手
を
育
成
し
、
地
域
に
還
す

こ
と
を
目
的
と
し
た「
人
物
を
畑
に
還
す
」
と
の
教
育
理
念

を
掲
げ
て
お
り
、女
子
学
生
を
地
域
に
還
す
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

一
方
、農
林
漁
業
の
生
産
現
場
で
も
、生
産
者
が
作
り
た

い
も
の
を
作
れ
ば
売
れ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型
の
時
代
は

終
わ
り
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想
で
取
り
組
ま
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
て
い
る
。女
性
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
力
や
消
費
者
・
生
活
者
目
線
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
の
だ
。

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
そ
ん
な
女
性
の
活
躍
に
期
待
し
、広
く
認
知
さ
れ
た
の
が

農
林
水
産
省
の
「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」
だ
ろ
う
。農
業

で
活
躍
す
る
女
性
の
姿
を
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
情
報

発
信
す
る
こ
と
で
、社
会
全
体
で
の
女
性
農
業
者
の
存
在
感

を
高
め
、併
せ
て
職
業
と
し
て
の
農
業
を
選
択
す
る
若
手
女

性
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
３
年
か
ら
展
開

さ
れ
て
い
る
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
、
女
性
農
業
者
は「
農
業

女
子
」と
呼
ば
れ
、
全
国
の
農
業
女
子
が
日
々
の
生
活
や
仕

事
、自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
培
っ
た
知
恵
を
企
業
の
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
と
結
び
つ
け
、
新
た
な
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
、
情
報
を
創
造
し
、
社
会
に
広
く
発
信
し
て
い
く

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
当
初
、
農
業
女
子
37
人
、
企
業
12
社
で
ス
タ
ー
ト
し
た
プ

ロ
ジ
ェク
ト
は
、
２
０
１
９
年
７
月
時
点
で
、
農
業
女
子
７
７

５
名
、企
業
は
34
社
に
ま
で
拡
充
し
て
い
る
。そ
し
て
、女
性

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
多
く
の
商
品
が
開
発
・

販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、農
業
へ
の
さ
ら
な
る
女
性
参
入
や
、女
性
ら
し
い

農
業
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
う
え
で
は
、
若
年
層

の
女
性
の
取
り
込
み
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。そ
の
た
め
に

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
下
で
企
画
さ
れ
た
の
が
「
チ
ー
ム

〝
は
ぐ
く
み
〞」だ
。高
校
・
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
活
躍
す

る
農
業
女
子
の
魅
力
を
結
び
つ
け
、農
業
を
志
す
学
生
の
発

掘
や
動
機
づ
け
、意
識
の
向
上
に
取
り
組
む
た
め
、２
０
１
６

年
に
結
成
さ
れ
た
。こ
の
企
画
に
は
、２
０
１
９
年
７
月
時
点

で
７
校
が
参
画
し
て
い
る
。大
学
と
し
て
初
め
て
参
加
し
た

の
が
東
京
農
大

で
あ
る
。こ
こ
で

の
活
動
で
テ
ー

マ
と
し
て
い
る

の
は
「K

aw
aii

（
か
わ
い
い
）」。

女
子
生
徒
・

学
生
が
得
意
と

す
る
価
値
観

で
、
日
本
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

と
し
て
世
界
か

ら
着
目
さ
れ
て

い
る
。こ
の
価
値

観
を
、「
農
」の

領
域
で
展
開
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
市
場
の
創
出
や
女
性
ら

し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を
目
的
に
、「
新
た
な
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
るkaw

aii

農
業
女
子
育
成
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」と
題
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ン
ド
を「
農
」か
ら

　
そ
の
中
で
作
業
着
＝
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。今
、
若
者
た
ち
の
間
で
は
フ
ァッ
シ
ョン
の
ト
レ
ン
ド
と
し

て
、ワ
ー
ク
ウ
ェア
が
着
目
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、
多
く
の
人

に
農
の
魅
力
を
伝
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
、
あ
え
て

ワ
ー
ク
ウ
ェア
専
門
の
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、ア
パ
レ
ル
業
界
で

活
躍
す
る
企
業
と
連
携
し
た
。

　
今
、
ア
ウ
タ
ー
と
し
て
流
行
し
て
い
る
コ
ー
チ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
開
発
し
た
。女
子
学
生
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
、ポ
ケ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
や
位
置
、丈
な
ど
、す
べ
て
農
作
業
の

状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
理
屈
と
機
能
美
に
こ
だ
わ
っ

た
。

　
通
常
、コ
ー
チ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
ボ
タ
ン
ど
め
だ
が
、農
作
業
で

使
う
と
砂
が
入
り
こ
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
ジ
ッ

パ
ー
を
加
え
、ポ
ケ
ッ
ト
は
物
が
落
ち
な
い
よ
う
斜
め
に
し
か

も
大
き
く
深
い
形
に
し
た
。さ
ら
に
小
物
が
入
れ
る
内
ポ

ケ
ッ
ト
を
設
け
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
丈
は
し
ゃ
が
ん
で
も
尻
が
出

な
い
よ
う
に
長
め
に
し
、極
め
つ
け
は
、蚊
取
り
線
香
を
つ
け

る
た
め
の
フ
ッ
ク
を
設
け
る
な
ど
、こ
だ
わ
り
満
載
で
あ
る
。

　
こ
の
コ
ー
チ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
本
学
の
学
生
だ
け
で
な
く
、

〝
カ
ッ
コ
い
い
農
家
〞を
よ
り〝
カ
ッ
コ
よ
く
〞魅
せ
る
た
め
に
、

地
域
の
農
家
に
も
提
供
し
愛
用
い
た
だ
い
て
い
る
。農
家
が

何
気
な
く
羽
織
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
、
実
は
フ
ァッ
シ
ョン
の
ト
レ

ン
ド
で
あ
れ
ば
、
農
家
は
よ
り〝
カ
ッコ
よ
く
〞見
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
若
い
世
代
が
農
林
漁
業
に
対
し
て
抱
く
負
の
イ
メ
ー
ジ

（
危
険
、汚
い
、か
っ
こ
悪
い
な
ど
）を
払
し
ょ
く
し
、華
や
か
な

イ
メ
ー
ジ
の
強
い
フ
ァッ
シ
ョ
ン
か
ら
農
林
漁
業
の
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
で
、若
者
に
農
林
水
産
業
を
選
択
し
て
も
ら
う

た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
う
。

図２ ｢Universal overall｣とのコラボによる
　　 コーチジャケット

図１ 大学の農業女子プロジェクトとして実施した農機具体験の様子

表２ 経営方針の決定に関わっている者の状況別農家数の割合 表１ 農業就業人口及び基幹的農業従事者数

研究＆教育

最前線
The front line of

research
and education

●専門分野：地域経済学
●主な研究テーマ：持続可能な社会
の構築にむけた資源循環に関する
研究

●主な著書等：山村再生ビジネスと
マーケティング（共著）（㈱日本林
業調査会）他

　い
ま
日
本
の
地
域
社
会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
市
場
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
日
本
の
食

料
を
支
え
る
北
海
道
で
も
こ
の
問
題
は
深
刻
で
、
網
走
市
に
立
地
す
る
東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
（
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
）
は
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
は
数
あ
る
地
域
資
源
の
中
で
も
人
＝
農
家
に
着
目

し
、
地
域
社
会
を
担
う
〝
カ
ッ
コ
い
い
農
家
〞を
よ
り
〝
カ
ッ
コ
よ
く
〞魅
せ
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
次
世
代
を
担

う
若
者
た
ち
が
職
業
と
し
て
農
業
を
選
択
し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
を
作
る
の
が
狙
い
だ
。
地
域
の
担
い
手
と
し
て
特
に
着
目
し
て
い

る
の
が
女
性
だ
。

農
業
女
子
の
視
点
で
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
開
発

〝
カ
ッ
コ
い
い
農
家
〞を
よ
り
カ
ッ
コ
よ
く
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　農
大
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て

　
富
士
農
場
で
は
現
在
、
乳
牛
で
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
を

メ
ー
ン
に
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
、
エ

ア
シ
ャ
ー
種
の
４
種
20
頭
、
肉
牛
は
黒
毛
和
種
、
褐
毛
和

種
の
30
頭
、
豚
は
大
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
、
バ
ー
ク
シ
ャ
ー

種
な
ど
５
種
40
頭
、
家
禽
で
は
採
卵
鶏
の
ほ
か
に
、
実
用

の
家
禽
と
し
て
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
、
横
斑
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ

ク
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ッ
ド
、
天
然
記
念
物
の
矮
鶏
、

小
地
鶏
な
ど
を
５
０
０
羽
程
度
飼
育
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
肉
牛
で
は
東
京
農
大
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

す
「
農
大
和
牛
」
が
成
長
し
て
い
る
。
霜
降
り
肉
が
有
名

な
黒
毛
和
種
の
卵
子
に
、
脂
肪
分
が
少
な
く
赤
身
が
美
味

し
い
褐
毛
和
種
の
精
子
を
体
外
で
受
精
さ
せ
、
１
週
間
培

養
、
発
育
し
た
胚
を
凍
結
し
た
。
こ
れ
を
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

１
頭
に
２
個
移
植
し
、
双
子
を
生
ま
せ
た
。
１
頭
は
牧
草

中
心
の
餌
を
、
も
う
１
頭
に
は
輸
入
穀
物
が
中
心
の
餌
を

与
え
て
い
る
。
８
月
現
在
21
カ
月
齢
で
、
通
常
30
カ
月
齢

前
後
で
出
荷
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２
頭
の
「
農
大
和

牛
」
が
ど
の
よ
う
な
牛
肉
と
な
っ
て
い
る
の
か
は
、
今
年

度
中
に
開
催
さ
れ
る
試
食
会
で
分
か
る
。

　
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ

は
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ

タ
リ
ア
で
は
肉
用
に

多
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
卵
は
殻
が
鶏
卵

に
比
べ
２
・
５
倍
の
強

度
で
割
れ
に
く
く
、

卵
黄
中
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
少
な
い
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
卵
を
使
っ
て
「
農
大
ホ
ロ
ホ
ロ

プ
リ
ン
」
と
、
ア
イ
ス
の
よ
う
で
プ
リ
ン
の
よ
う
な
「
農

大
カ
タ
ラ
ー
ナ
」
の
２
種
を
厚
木
市
の
製
パ
ン
会
社
と
共

同
開
発
し
販
売
し
て
い
る
。
濃
厚
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
味
が

評
判
だ
。

　農
学
部
の
全
学
科
が
実
習

　
富
士
農
場
で
実
習
す
る
学
生
は
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
農

学
部
が
中
心
に
な
る
。
農
学
部
に
は
農
学
科
、
動
物
科
学

科
、
生
物
資
源
開
発
学
科
、
デ
ザ
イ
ン
農
学
科
の
４
学
科

が
あ
る
。
東
京
農
大
は
「
実
学
主
義
」
を
教
育
方
針
に
掲

げ
て
お
り
、
農
学
部
は
実
習
が
多
い
。
特
に
１
年
生
は
毎

週
金
曜
が
何
か
し
ら
の
実
習
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
昨
年

度
か
ら
は
富
士
農
場
で
の
実
習
が
１
年
の
全
学
科
共
通
と

な
っ
た
。「
家
畜
・
家
禽
が
ど
の
よ
う
に
し
て
育
て
ら
れ
、

私
た
ち
の
い
の
ち
の
も
と
と
な
る
肉
や
乳
を
生
産
し
て
い

る
の
か
。
農
学
部
の
学
生
な
ら
ば
学
科
を
問
わ
ず
し
っ
か

り
学
ん
で
お
く
べ
き
だ
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
」。
農
場

長
の
桑
山
岳
人
教
授
は
狙
い
を
説
明
す
る
。
研
修
セ
ン

タ
ー
に
宿
泊
す
る
１
泊
２
日
の
実
習
を
２
回
重
ね
、
乳
牛

＋
肉
牛
、
豚
＋
家
禽
の
両
コ
ー
ス
を
学
ぶ
。

　卵
の
黄
身
が
黄
色
い
の
は

　
７
月
末
、
動
物
科
学
科
１
年
生
の
実
習
を
見
学
し
た
。

実
習
は
８
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各
コ
ー
ス
の

ポ
イ
ン
ト
を
回
る
。
家
禽
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
鶏

の
羽
を
押
さ
え
て
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
「
保
定
」
の
仕

方
を
学
び
、
体
重
を
量
っ
て
い
た
。
６
種
の
鶏
は
、
色
形
、

大
き
さ
も
全
く
違
う
。
最
も
重
い
の
は
肉
用
種
の
レ
ッ
ド

コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
で
６
・
５
㌔
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
は
採
卵
鶏

の
餌
が
成
長
段
階

に
応
じ
て
５
種
類

も
あ
る
こ
と
を
学

ん
だ
。
学
生
た
ち

に
餌
の
成
分
表
示

を
読
ま
せ
た
桑
山

農
場
長
は
「
成
鶏

の
餌
に
入
っ
て
い

る
カ
ル
シ
ウ
ム
や

パ
プ
リ
カ
は
何
の

た
め
に
必
要

か
？
」
な
ど
、
次
々
に
質
問
し
、「
あ
な
た
、
な
ぜ
だ
と

思
う
？
」
と
学
生
を
指
名
し
て
答
え
を
求
め
る
。
カ
ル
シ

ウ
ム
は
卵
の
殻
に
必
要
で
、
パ
プ
リ
カ
は
卵
黄
の
黄
色
を

濃
く
す
る
た
め
で
、こ
れ
が
な
け
れ
ば
黄
身
は
薄
く
な
る
。

　
驚
い
た
り
、
感
心
し
た
り
、
答
え
を
聞
く
た
び
、
学
生

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
反
応
を
素
直
に
表
情
に
出
し
、
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　大
合
唱

　
豚
舎
で
は
ち
ょ
う
ど
指
導
で
餌
や
り
の
時
間
だ
っ
た
。

豚
が
餌
箱
で
夢
中
に
な
っ
て
い
る
間
、
学
生
た
ち
は
シ
ャ

ベ
ル
で
糞
を
す
く
い
、
一
輪
車
に
入
れ
て
い
く
。
餌
の
順

番
が
回
っ
て
き
て
い
な
い
区
画
の
豚
た
ち
は
、
早
く
早
く

と
鳴
き
わ
め
く
。
も
の
す
ご
い
音
量
だ
。
糞
尿
の
に
お
い

も
き
つ
い
。
そ
れ
で
も
、
学
生
た
ち
は
淡
々
と
し
た
表
情

で
糞
す
く
い
を
続
け
て
い
た
。

　
乳
牛
舎
で
は
搾
乳
の
実
習
だ
。
乳
頭
内
に
残
っ
て
い
る

乳
を
出
す
前
搾
り
を
し

た
後
、
乳
頭
を
き
れ
い

な
布
で
ふ
き
取
り
、
搾

乳
器
を
装
着
す
る
。
手

順
の
説
明
を
受
け
た
学

生
た
ち
は
、「
は
い
、

や
っ
て
み
よ
う
」
と
言

わ
れ
て
も
、
乳
牛
の
前

で
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
戸
惑
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
時
、
学
生
た
ち
の
手
助
け

を
し
て
い
た
の
が
技
術
練
習
生
た
ち
だ
っ
た
。

　
高
校
卒
業
後
１
年
間
、
農
業
実
務
の
知
識
と
技
術
の
研

修
を
受
け
、
成
績
良
好
な
ら
ば
農
場
長
の
推
薦
を
受
け
て

東
京
農
大
へ
の
推
薦
入
試
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
東

京
農
大
の
４
農
場
で
受
け
入
れ
て
お
り
、
富
士
農
場
で
は

８
人
が
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
家
畜
の
育
成
方
法
や
肥

育
技
術
、
牧
草
地
の
管
理
ま
で
畜
産
に
関
す
る
技
術
を
体

系
的
に
学
ん
で
い
る
。
長
野
県
出
身
の
倉
科
和
郁
さ
ん
は

小
柄
な
体
を
て
き
ぱ
き
と
動
か
し
、
作
業
を
手
伝
っ
て
い

た
。「
い
ろ
い
ろ
な
動

物
の
こ
と
を
学
べ
る
の

が
楽
し
い
。
農
学
部
動

物
科
学
科
に
進
学
し

て
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
を
学
び
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

　い
の
ち
を
創
る

　
繁
殖
牛
舎
で
は
、

ち
ょ
う
ど
発
情
期
を
迎

え
た
乳
牛
に
人
工
授
精
の
作
業
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。

　
教
育
研
究
部
の
野
口
龍
生
准
教
授
が
左
手
に
肩
ま
で
届

く
長
い
ビ
ニ
ー
ル
の
手
袋
を
は
め
た
。
そ
の
腕
を
鉄
枠
で

固
定
さ
れ
た
乳
牛
の
肛
門
か
ら
直
腸
に
入
れ
て
い
く
。
直

腸
の
腸
壁
越
し
に
子
宮
の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
右
手
に

持
っ
た
長
さ
40
㌢
ほ
ど
の
金
属
製
注
入
器
を
膣
か
ら
挿
入

し
た
。
注
入
器
の
先
端
に
は
、
液
体
窒
素
で
凍
結
保
存
さ

れ
、
温
水
で
解
凍
し
た
精
子
を
い
れ
た
細
い
チ
ュ
ー
ブ
が

付
い
て
い
る
。
注
入
器
が
子
宮
内
に
届
い
た
の
を
確
認
す

る
と
右
手
の
親
指
で
押
し
子
を
押
し
て
精
子
を
子
宮
内
に

押
し
出
し
た
。

　
事
前
の
超
音
波
画
像
に
よ
る
確
認
な
ど
を
含
め
こ
の

間
、
約
20
分
。
20
人
ほ
ど
の
学
生
は
息
を
凝
ら
し
て
、
野

口
准
教
授
の
動
き
を
凝
視
し
て
い
た
。
聞
こ
え
る
声
は
野

口
准
教
授
の
説
明
だ
け
。
私
語
は
全
く
な
い
。
注
入
器
が

抜
か
れ
る
と
、
学
生
た
ち
か
ら
「
ふ
ー
っ
」
と
吐
息
が
漏

れ
た
。
乳
牛
の
真
後
ろ
か
ら
見
つ
め
て
い
た
宗
像
杏
さ
ん

は
「
い
の
ち
が
創
ら
れ
る
瞬
間
を
見
ま
し
た
。
す
ご
か
っ

た
。
緊
張
し
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
実
習
の
中
で
一
番
面

白
か
っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
語
っ
て
い
た
。

　他
学
部
も
実
習
に
利
用

　
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
農
学
部
以
外
に
も
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
国
際
農
業
開
発
学
科
、
森
林
総
合
科
学
科
、
生

産
環
境
工
学
科
、
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
な
ど
が
実

習
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。
富
士
山
の
麓
、
広
大
な
農
場

で
の
学
び
に
は
、
教
室
や
研
究
室
で
は
絶
対
に
得
ら
れ
な

い
知
見
が
あ
る
は
ず
だ
。

乳牛の人工授精のレクチャーを行う野口准教授乳牛の人工授精のレクチャーを行う野口准教授(右)

牧草で育てている農大和牛

飼料の成分の違いを説明する桑山農場長(右)

乳牛の搾乳をする学生(中央)とサポートする練習生
豚の給餌。隣り合っての会話もできない
ほどの鳴き声だった

　東京農業大学には、学生の実習と研究の場として、富士、伊勢原、網走寒冷地、宮古亜熱帯の４つの農場や奥多摩演習
林、オホーツク臨海研究センターなどがある。このうち、静岡県富士宮市、富士山西麓の33ヘクタールに広がる富士農場
は、1941年に開設され、農場・演習林の中で最も歴史がある。多くの乳牛、肉牛、豚、家禽などを飼育しており、実際に
肉牛、豚、生乳、ホロホロチョウの卵などの生産・販売で、毎年約2000万円を売り上げる、ほんもの農場だ。この農場
で、学生たちは実学の知見を身に付けていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(東京農業大学客員教授・鈴木敬吾)
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　農
大
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て

　
富
士
農
場
で
は
現
在
、
乳
牛
で
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
を

メ
ー
ン
に
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
、
エ

ア
シ
ャ
ー
種
の
４
種
20
頭
、
肉
牛
は
黒
毛
和
種
、
褐
毛
和

種
の
30
頭
、
豚
は
大
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
、
バ
ー
ク
シ
ャ
ー

種
な
ど
５
種
40
頭
、
家
禽
で
は
採
卵
鶏
の
ほ
か
に
、
実
用

の
家
禽
と
し
て
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
、
横
斑
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ

ク
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ッ
ド
、
天
然
記
念
物
の
矮
鶏
、

小
地
鶏
な
ど
を
５
０
０
羽
程
度
飼
育
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
肉
牛
で
は
東
京
農
大
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

す
「
農
大
和
牛
」
が
成
長
し
て
い
る
。
霜
降
り
肉
が
有
名

な
黒
毛
和
種
の
卵
子
に
、
脂
肪
分
が
少
な
く
赤
身
が
美
味

し
い
褐
毛
和
種
の
精
子
を
体
外
で
受
精
さ
せ
、
１
週
間
培

養
、
発
育
し
た
胚
を
凍
結
し
た
。
こ
れ
を
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

１
頭
に
２
個
移
植
し
、
双
子
を
生
ま
せ
た
。
１
頭
は
牧
草

中
心
の
餌
を
、
も
う
１
頭
に
は
輸
入
穀
物
が
中
心
の
餌
を

与
え
て
い
る
。
８
月
現
在
21
カ
月
齢
で
、
通
常
30
カ
月
齢

前
後
で
出
荷
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２
頭
の
「
農
大
和

牛
」
が
ど
の
よ
う
な
牛
肉
と
な
っ
て
い
る
の
か
は
、
今
年

度
中
に
開
催
さ
れ
る
試
食
会
で
分
か
る
。

　
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ

は
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ

タ
リ
ア
で
は
肉
用
に

多
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
卵
は
殻
が
鶏
卵

に
比
べ
２
・
５
倍
の
強

度
で
割
れ
に
く
く
、

卵
黄
中
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
少
な
い
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
卵
を
使
っ
て
「
農
大
ホ
ロ
ホ
ロ

プ
リ
ン
」
と
、
ア
イ
ス
の
よ
う
で
プ
リ
ン
の
よ
う
な
「
農

大
カ
タ
ラ
ー
ナ
」
の
２
種
を
厚
木
市
の
製
パ
ン
会
社
と
共

同
開
発
し
販
売
し
て
い
る
。
濃
厚
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
味
が

評
判
だ
。

　農
学
部
の
全
学
科
が
実
習

　
富
士
農
場
で
実
習
す
る
学
生
は
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
農

学
部
が
中
心
に
な
る
。
農
学
部
に
は
農
学
科
、
動
物
科
学

科
、
生
物
資
源
開
発
学
科
、
デ
ザ
イ
ン
農
学
科
の
４
学
科

が
あ
る
。
東
京
農
大
は
「
実
学
主
義
」
を
教
育
方
針
に
掲

げ
て
お
り
、
農
学
部
は
実
習
が
多
い
。
特
に
１
年
生
は
毎

週
金
曜
が
何
か
し
ら
の
実
習
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
昨
年

度
か
ら
は
富
士
農
場
で
の
実
習
が
１
年
の
全
学
科
共
通
と

な
っ
た
。「
家
畜
・
家
禽
が
ど
の
よ
う
に
し
て
育
て
ら
れ
、

私
た
ち
の
い
の
ち
の
も
と
と
な
る
肉
や
乳
を
生
産
し
て
い

る
の
か
。
農
学
部
の
学
生
な
ら
ば
学
科
を
問
わ
ず
し
っ
か

り
学
ん
で
お
く
べ
き
だ
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
」。
農
場

長
の
桑
山
岳
人
教
授
は
狙
い
を
説
明
す
る
。
研
修
セ
ン

タ
ー
に
宿
泊
す
る
１
泊
２
日
の
実
習
を
２
回
重
ね
、
乳
牛

＋
肉
牛
、
豚
＋
家
禽
の
両
コ
ー
ス
を
学
ぶ
。

　卵
の
黄
身
が
黄
色
い
の
は

　
７
月
末
、
動
物
科
学
科
１
年
生
の
実
習
を
見
学
し
た
。

実
習
は
８
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各
コ
ー
ス
の

ポ
イ
ン
ト
を
回
る
。
家
禽
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
鶏

の
羽
を
押
さ
え
て
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
「
保
定
」
の
仕

方
を
学
び
、
体
重
を
量
っ
て
い
た
。
６
種
の
鶏
は
、
色
形
、

大
き
さ
も
全
く
違
う
。
最
も
重
い
の
は
肉
用
種
の
レ
ッ
ド

コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
で
６
・
５
㌔
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
は
採
卵
鶏

の
餌
が
成
長
段
階

に
応
じ
て
５
種
類

も
あ
る
こ
と
を
学

ん
だ
。
学
生
た
ち

に
餌
の
成
分
表
示

を
読
ま
せ
た
桑
山

農
場
長
は
「
成
鶏

の
餌
に
入
っ
て
い

る
カ
ル
シ
ウ
ム
や

パ
プ
リ
カ
は
何
の

た
め
に
必
要

か
？
」
な
ど
、
次
々
に
質
問
し
、「
あ
な
た
、
な
ぜ
だ
と

思
う
？
」
と
学
生
を
指
名
し
て
答
え
を
求
め
る
。
カ
ル
シ

ウ
ム
は
卵
の
殻
に
必
要
で
、
パ
プ
リ
カ
は
卵
黄
の
黄
色
を

濃
く
す
る
た
め
で
、こ
れ
が
な
け
れ
ば
黄
身
は
薄
く
な
る
。

　
驚
い
た
り
、
感
心
し
た
り
、
答
え
を
聞
く
た
び
、
学
生

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
反
応
を
素
直
に
表
情
に
出
し
、
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　大
合
唱

　
豚
舎
で
は
ち
ょ
う
ど
指
導
で
餌
や
り
の
時
間
だ
っ
た
。

豚
が
餌
箱
で
夢
中
に
な
っ
て
い
る
間
、
学
生
た
ち
は
シ
ャ

ベ
ル
で
糞
を
す
く
い
、
一
輪
車
に
入
れ
て
い
く
。
餌
の
順

番
が
回
っ
て
き
て
い
な
い
区
画
の
豚
た
ち
は
、
早
く
早
く

と
鳴
き
わ
め
く
。
も
の
す
ご
い
音
量
だ
。
糞
尿
の
に
お
い

も
き
つ
い
。
そ
れ
で
も
、
学
生
た
ち
は
淡
々
と
し
た
表
情

で
糞
す
く
い
を
続
け
て
い
た
。

　
乳
牛
舎
で
は
搾
乳
の
実
習
だ
。
乳
頭
内
に
残
っ
て
い
る

乳
を
出
す
前
搾
り
を
し

た
後
、
乳
頭
を
き
れ
い

な
布
で
ふ
き
取
り
、
搾

乳
器
を
装
着
す
る
。
手

順
の
説
明
を
受
け
た
学

生
た
ち
は
、「
は
い
、

や
っ
て
み
よ
う
」
と
言

わ
れ
て
も
、
乳
牛
の
前

で
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
戸
惑
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
時
、
学
生
た
ち
の
手
助
け

を
し
て
い
た
の
が
技
術
練
習
生
た
ち
だ
っ
た
。

　
高
校
卒
業
後
１
年
間
、
農
業
実
務
の
知
識
と
技
術
の
研

修
を
受
け
、
成
績
良
好
な
ら
ば
農
場
長
の
推
薦
を
受
け
て

東
京
農
大
へ
の
推
薦
入
試
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
東

京
農
大
の
４
農
場
で
受
け
入
れ
て
お
り
、
富
士
農
場
で
は

８
人
が
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
家
畜
の
育
成
方
法
や
肥

育
技
術
、
牧
草
地
の
管
理
ま
で
畜
産
に
関
す
る
技
術
を
体

系
的
に
学
ん
で
い
る
。
長
野
県
出
身
の
倉
科
和
郁
さ
ん
は

小
柄
な
体
を
て
き
ぱ
き
と
動
か
し
、
作
業
を
手
伝
っ
て
い

た
。「
い
ろ
い
ろ
な
動

物
の
こ
と
を
学
べ
る
の

が
楽
し
い
。
農
学
部
動

物
科
学
科
に
進
学
し

て
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
を
学
び
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

　い
の
ち
を
創
る

　
繁
殖
牛
舎
で
は
、

ち
ょ
う
ど
発
情
期
を
迎

え
た
乳
牛
に
人
工
授
精
の
作
業
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。

　
教
育
研
究
部
の
野
口
龍
生
准
教
授
が
左
手
に
肩
ま
で
届

く
長
い
ビ
ニ
ー
ル
の
手
袋
を
は
め
た
。
そ
の
腕
を
鉄
枠
で

固
定
さ
れ
た
乳
牛
の
肛
門
か
ら
直
腸
に
入
れ
て
い
く
。
直

腸
の
腸
壁
越
し
に
子
宮
の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
右
手
に

持
っ
た
長
さ
40
㌢
ほ
ど
の
金
属
製
注
入
器
を
膣
か
ら
挿
入

し
た
。
注
入
器
の
先
端
に
は
、
液
体
窒
素
で
凍
結
保
存
さ

れ
、
温
水
で
解
凍
し
た
精
子
を
い
れ
た
細
い
チ
ュ
ー
ブ
が

付
い
て
い
る
。
注
入
器
が
子
宮
内
に
届
い
た
の
を
確
認
す

る
と
右
手
の
親
指
で
押
し
子
を
押
し
て
精
子
を
子
宮
内
に

押
し
出
し
た
。

　
事
前
の
超
音
波
画
像
に
よ
る
確
認
な
ど
を
含
め
こ
の

間
、
約
20
分
。
20
人
ほ
ど
の
学
生
は
息
を
凝
ら
し
て
、
野

口
准
教
授
の
動
き
を
凝
視
し
て
い
た
。
聞
こ
え
る
声
は
野

口
准
教
授
の
説
明
だ
け
。
私
語
は
全
く
な
い
。
注
入
器
が

抜
か
れ
る
と
、
学
生
た
ち
か
ら
「
ふ
ー
っ
」
と
吐
息
が
漏

れ
た
。
乳
牛
の
真
後
ろ
か
ら
見
つ
め
て
い
た
宗
像
杏
さ
ん

は
「
い
の
ち
が
創
ら
れ
る
瞬
間
を
見
ま
し
た
。
す
ご
か
っ

た
。
緊
張
し
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
実
習
の
中
で
一
番
面

白
か
っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
語
っ
て
い
た
。

　他
学
部
も
実
習
に
利
用

　
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
農
学
部
以
外
に
も
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
国
際
農
業
開
発
学
科
、
森
林
総
合
科
学
科
、
生

産
環
境
工
学
科
、
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
な
ど
が
実

習
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。
富
士
山
の
麓
、
広
大
な
農
場

で
の
学
び
に
は
、
教
室
や
研
究
室
で
は
絶
対
に
得
ら
れ
な

い
知
見
が
あ
る
は
ず
だ
。

乳牛の人工授精のレクチャーを行う野口准教授(右)

牧草で育てている農大和牛

飼料の成分の違いを説明する桑山農場長(右)

乳牛の搾乳をする学生(中央)とサポートする練習生
豚の給餌。隣り合っての会話もできない
ほどの鳴き声だった

　東京農業大学には、学生の実習と研究の場として、富士、伊勢原、網走寒冷地、宮古亜熱帯の４つの農場や奥多摩演習
林、オホーツク臨海研究センターなどがある。このうち、静岡県富士宮市、富士山西麓の33ヘクタールに広がる富士農場
は、1941年に開設され、農場・演習林の中で最も歴史がある。多くの乳牛、肉牛、豚、家禽などを飼育しており、実際に
肉牛、豚、生乳、ホロホロチョウの卵などの生産・販売で、毎年約2000万円を売り上げる、ほんもの農場だ。この農場
で、学生たちは実学の知見を身に付けていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(東京農業大学客員教授・鈴木敬吾)

Z O O M  UP

富士の裾野でいのちを学ぶ
牛、豚、家禽の畜産総合農場

東京農大富士農場

か きん

チ
ャ
ボ

さ
く
に
ゅ
う

し
ぼ

の
ど
か
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思
考
力
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。特
に
Ａ
Ｉ
に
よ

る
代
替
が
不
可
能
な
分
野
で
新
た
な
職
能
に
対
応
で
き
る

柔
軟
な
能
力
、
そ
し
て
未
来
の
変
化
を
予
測
、
理
解
し
主
体

的
に
判
断
で
き
る
能
力
の
育
成
が
必
要
で
す
。こ
れ
ま
で
の

教
育
方
法
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
少
人
数
対
応
授
業
法
や

研
究
指
導
法
さ
ら
に
評
価
の
あ
り
方
ま
で
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
こ
れ
か
ら
は
、
多
様
な
年
齢
層
や
さ

ま
ざ
ま
な
国
籍
を
持
っ
た
学
生
・
生
徒
・
児
童
が
教
育
を

受
け
る
時
代
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。法
人
や
各
学
校
の
Ｉ
Ｒ

（
財
務
情
報
や
学
習
成
果
の
調
査
分
析
な
ど
）
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
各
種
デ
ー
タ
と
各
学
校
が
独

自
に
設
計
し
たｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
学

習
指
導
ツ
ー
ル
の
開
発
が
必
須
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
基
盤

整
備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　施
設・設
備
を
充
実

　
こ
れ
ま
で
、

施
設
、
設
備
の

整
備
に
も
力
を

入
れ
て
き
ま
し

た
。東
京
農
大

で
は
研
究
拠
点

と
な
る
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
研

究
棟
、
厚
木

キ
ャ
ン
パ
ス
の
実

験
実
習
棟
や
改

組
に
伴
う
施

設
、
設
備
の
拡

充
を
進
め
、
東

　社
会
の
大
き
な
変
化
に
対
応

　
今
、
社
会
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。超
情
報

化
社
会Society

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）5.0

に
突
入
し
、
経
済
は
労

働
集
約
型
か
ら
知
識
集
約
型
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
が
一
般
化
し
進
化
し
て
い
く
社
会
で
は
、

人
間
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、知
識
を
基
盤
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア

や
構
想
を
生
み
出
す
創
造
性
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。そ
う
し
た
大
き
な
構
造
変
化
に

対
応
し
た
教
育
研
究
を
、
法
人
と
し
て
ど
う
実
践
し
て
い
く

の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
学
に
関
し
て
は
、
都
市
部
と
地
方
で
の
大
学
の
序
列
化

が
進
み
２
極
化
、
さ
ら
に
３
極
化
と
格
差
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。東
京
農
大
と
東
京
情
報
大
で
は
、
こ
れ
ま
で
入
試
制
度

改
革
や
、新
学
部
設
置
、学
科
再
編
、広
報
強
化
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
手
立
て
を
間
断
な
く
進
め
て
き
て
き
ま
し
た
。し
か

し
今
後
18
歳
人
口
が
１
０
０
万
人
を
割
り
一
層
の
厳
し
さ
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
時
代
の
変
化
に
即
し
た
適
切
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。い
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
学
科

の
特
色
を
打
ち
出
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
教
育
の
質
的
向
上

や
研
究
の
高
度
化
、ク
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
を
通
し
て
学
生
の
質

を
保
証
す
る
出
口
管
理
を
徹
底
し
、
大
学
の
社
会
的
発
信

力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
自
ら
の
所
属
す
る
学
部

学
科
の
長
所
・
短
所
を
客
観
的
に
評
価
で
き
る
教
職
員
が

ど
の
程
度
い
る
で
し
ょ
う
か
。学
部
長
、
学
科
長
の
下
、
教
職

員
一
体
と
な
っ
た
対
応
を
進
め
て
い
く
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　洞
察
力
に
富
ん
だ
思
考
力
の
育
成
を

　
少
子
化
時
代
の
私
学
の
初
等
・
中
等
教
育
は
、人
間
と
社

会
に
つい
て
深
い
見
識
を
持
っ
た
主
体
的
で
洞
察
力
に
富
ん
だ

京
情
報
大
で
は
看
護
学
部
実
習
棟
を
、
中
学
高
校
で
は
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
や
情
報
通
信
設
備
の
充
実
な
ど
を
積
極
的
に

図
って
き
ま
し
た
。さ
ら
に
こ
れ
ま
で
東
京
農
大
が
蓄
積
し
て

き
た
教
育
資
源
の
活
用
を
図
り
、
独
自
の
質
の
高
い
教
育
を

通
し
て
地
域
で
の
発
信
力
の
向
上
と
併
設
校
連
携
強
化
の
一

環
と
し
て
農
大
稲
花
小
を
開
校
し
、法
人
の
学
園
化
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　学
生
支
援
の
強
化
と
事
務
体
制
の
見
直
し

　
今
後
は
、
大
学
間
や
小
中
高
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
、

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
と
し
て
の
将
来
ビ
ジ
ョン
を
明
確

に
し
、教
育
研
究
を
国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
信
頼
を
勝
ち

得
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。特
に
、
情

報
教
育
や
国
際
化
へ
の
対
応
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。さ
ら
に
法
人
と
各
学
校
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方

や
組
織
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
、
教
員
・
事
務
職
員
と
学

生
の
情
報
の
共
有
化
を
一
層
図
る
こ
と
が
大
事
だ
と
の
認
識

に
立
ち
、
法
人
と
各
学
校
の
事
務
体
制
の
見
直
し
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　経
営
基
盤
の
さ
ら
な
る
確
立
を

　
こ
れ
か
ら
の
学
校
法
人
の
経
営
は
、
少
子
化
と
文
部
科
学

省
の
定
員
管
理
の
規
制
が
厳
し
く
な
る
な
か
、
量
的
拡
大
か

ら
質
的
再
編
の
方
向
に
舵
を
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
策
定
し
た
第
三
期
中
期
計
画

と
中
長
期
財
政
計
画
の
下
、安
定
的
財
源
を
確
保
し
、収
支

の
均
衡
を
図
り
、確
か
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
経
営
基
盤
の
確

立
に
努
め
て
い
き
ま
す
。法
人
の
使
命
は
、小
中
高
か
ら
大
学

に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
独
立
性
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
展
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
の
努
力
は

惜
し
み
ま
せ
ん
。

12月に完成予定の東京農大世田谷キャンパス新研究棟。
世田谷キャンパス内の全学科が同じ建物に入ることで、学部学科を横断した
教育研究のさらなる展開を図る。

今年4月新たに開校した農大稲花小。男女共学で、第一期生72人が学んでいる。

　学校法人東京農業大学は7月16日の理事会で大澤貫寿理事長（74）を再任した。大澤理事長は3期目で、任期は 2023
年までの4年。学校法人東京農業大学は、今年4月に東京農業大学稲花小学校を開校したことで、小学校から大学院までを
擁する学園化構想が完成した。この学園体制は各大学・学校にどう影響するのか、また、法人全体の方向性をどう考えてい
るのか、大澤理事長に語ってもらった。

学校法人東京農業大学　大澤理事長が再任

「連携を密にし内外に力強く発信」

おおさわ・かんじゅ／1944年茨城県生まれ。東京農
業大学農学部農芸化学科卒。77年から79年米国カ
リフォルニア大学バークレー校博士研究員。91年か
ら東京農業大学教授。その後，大学院農学研究科委
員長，応用生物科学部長などをつとめ、2005年から
13年東京農業大学長。2011年から学校法人東京農
業大学理事長。その他，いばらき大使。内閣府食品安
全委員会委員。相馬市復興会議「顧問会議」委員な
ど。

大澤　貫寿

「連携を密にし内外に力強く発信」06 「連携を密にし内外に力強く発信」 05
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1950

東京農業大学の前身となる徳川育英会私立育英黌農業
科が開設
　1893年、私立東京農学校と改称
　1925年、大学令による東京農業大学となる

東京農業大学附属第一高等学校（全日制普通科）
　1962年、東京農業大学第一高等学校と改称

東京農業大学第二高等学校（全日制普通科）

東京農業大学第三高等学校（全日制普通科）

東京情報大学

東京農業大学第一高等学校中等部

東京農業大学第三高等学校附属中学校

東京農業大学稲花小学校

1891
学校法人東京農業大学　各学校開設年



思
考
力
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。特
に
Ａ
Ｉ
に
よ

る
代
替
が
不
可
能
な
分
野
で
新
た
な
職
能
に
対
応
で
き
る

柔
軟
な
能
力
、
そ
し
て
未
来
の
変
化
を
予
測
、
理
解
し
主
体

的
に
判
断
で
き
る
能
力
の
育
成
が
必
要
で
す
。こ
れ
ま
で
の

教
育
方
法
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
少
人
数
対
応
授
業
法
や

研
究
指
導
法
さ
ら
に
評
価
の
あ
り
方
ま
で
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
こ
れ
か
ら
は
、
多
様
な
年
齢
層
や
さ

ま
ざ
ま
な
国
籍
を
持
っ
た
学
生
・
生
徒
・
児
童
が
教
育
を

受
け
る
時
代
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。法
人
や
各
学
校
の
Ｉ
Ｒ

（
財
務
情
報
や
学
習
成
果
の
調
査
分
析
な
ど
）
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
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れ
ら
各
種
デ
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タ
と
各
学
校
が
独
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に
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フ
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リ
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の
組
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合
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せ
に
よ
る
学

習
指
導
ツ
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ル
の
開
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必
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と
な
り
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そ
の
た
め
の
基
盤

整
備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　施
設・設
備
を
充
実

　
こ
れ
ま
で
、

施
設
、
設
備
の

整
備
に
も
力
を

入
れ
て
き
ま
し

た
。東
京
農
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で
は
研
究
拠
点

と
な
る
世
田
谷
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ャ
ン
パ
ス
の
研

究
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習
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や
改
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、
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の
大
き
な
変
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に
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今
、
社
会
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。超
情
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化
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会Society

（
ソ
サ
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）5.0

に
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入
し
、
経
済
は
労

働
集
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型
か
ら
知
識
集
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型
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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人
工
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能
）
が
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般
化
し
進
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て
い
く
社
会
で
は
、
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間
に
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め
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れ
る
の
は
、知
識
を
基
盤
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア

や
構
想
を
生
み
出
す
創
造
性
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。そ
う
し
た
大
き
な
構
造
変
化
に

対
応
し
た
教
育
研
究
を
、
法
人
と
し
て
ど
う
実
践
し
て
い
く

の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
学
に
関
し
て
は
、
都
市
部
と
地
方
で
の
大
学
の
序
列
化

が
進
み
２
極
化
、
さ
ら
に
３
極
化
と
格
差
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。東
京
農
大
と
東
京
情
報
大
で
は
、
こ
れ
ま
で
入
試
制
度

改
革
や
、新
学
部
設
置
、学
科
再
編
、広
報
強
化
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
手
立
て
を
間
断
な
く
進
め
て
き
て
き
ま
し
た
。し
か

し
今
後
18
歳
人
口
が
１
０
０
万
人
を
割
り
一
層
の
厳
し
さ
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
時
代
の
変
化
に
即
し
た
適
切
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。い
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
学
科

の
特
色
を
打
ち
出
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
教
育
の
質
的
向
上

や
研
究
の
高
度
化
、ク
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
を
通
し
て
学
生
の
質

を
保
証
す
る
出
口
管
理
を
徹
底
し
、
大
学
の
社
会
的
発
信

力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
自
ら
の
所
属
す
る
学
部

学
科
の
長
所
・
短
所
を
客
観
的
に
評
価
で
き
る
教
職
員
が

ど
の
程
度
い
る
で
し
ょ
う
か
。学
部
長
、
学
科
長
の
下
、
教
職

員
一
体
と
な
っ
た
対
応
を
進
め
て
い
く
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　洞
察
力
に
富
ん
だ
思
考
力
の
育
成
を

　
少
子
化
時
代
の
私
学
の
初
等
・
中
等
教
育
は
、人
間
と
社

会
に
つい
て
深
い
見
識
を
持
っ
た
主
体
的
で
洞
察
力
に
富
ん
だ

京
情
報
大
で
は
看
護
学
部
実
習
棟
を
、
中
学
高
校
で
は
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
や
情
報
通
信
設
備
の
充
実
な
ど
を
積
極
的
に

図
って
き
ま
し
た
。さ
ら
に
こ
れ
ま
で
東
京
農
大
が
蓄
積
し
て

き
た
教
育
資
源
の
活
用
を
図
り
、
独
自
の
質
の
高
い
教
育
を

通
し
て
地
域
で
の
発
信
力
の
向
上
と
併
設
校
連
携
強
化
の
一

環
と
し
て
農
大
稲
花
小
を
開
校
し
、法
人
の
学
園
化
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　学
生
支
援
の
強
化
と
事
務
体
制
の
見
直
し

　
今
後
は
、
大
学
間
や
小
中
高
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
、

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
と
し
て
の
将
来
ビ
ジ
ョン
を
明
確

に
し
、教
育
研
究
を
国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
信
頼
を
勝
ち

得
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。特
に
、
情

報
教
育
や
国
際
化
へ
の
対
応
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。さ
ら
に
法
人
と
各
学
校
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方

や
組
織
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
、
教
員
・
事
務
職
員
と
学

生
の
情
報
の
共
有
化
を
一
層
図
る
こ
と
が
大
事
だ
と
の
認
識

に
立
ち
、
法
人
と
各
学
校
の
事
務
体
制
の
見
直
し
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　経
営
基
盤
の
さ
ら
な
る
確
立
を

　
こ
れ
か
ら
の
学
校
法
人
の
経
営
は
、
少
子
化
と
文
部
科
学

省
の
定
員
管
理
の
規
制
が
厳
し
く
な
る
な
か
、
量
的
拡
大
か

ら
質
的
再
編
の
方
向
に
舵
を
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
策
定
し
た
第
三
期
中
期
計
画

と
中
長
期
財
政
計
画
の
下
、安
定
的
財
源
を
確
保
し
、収
支

の
均
衡
を
図
り
、確
か
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
経
営
基
盤
の
確

立
に
努
め
て
い
き
ま
す
。法
人
の
使
命
は
、小
中
高
か
ら
大
学

に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
独
立
性
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
展
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
の
努
力
は

惜
し
み
ま
せ
ん
。

12月に完成予定の東京農大世田谷キャンパス新研究棟。
世田谷キャンパス内の全学科が同じ建物に入ることで、学部学科を横断した
教育研究のさらなる展開を図る。

今年4月新たに開校した農大稲花小。男女共学で、第一期生72人が学んでいる。

　学校法人東京農業大学は7月16日の理事会で大澤貫寿理事長（74）を再任した。大澤理事長は3期目で、任期は 2023
年までの4年。学校法人東京農業大学は、今年4月に東京農業大学稲花小学校を開校したことで、小学校から大学院までを
擁する学園化構想が完成した。この学園体制は各大学・学校にどう影響するのか、また、法人全体の方向性をどう考えてい
るのか、大澤理事長に語ってもらった。

学校法人東京農業大学　大澤理事長が再任

「連携を密にし内外に力強く発信」

おおさわ・かんじゅ／1944年茨城県生まれ。東京農
業大学農学部農芸化学科卒。77年から79年米国カ
リフォルニア大学バークレー校博士研究員。91年か
ら東京農業大学教授。その後，大学院農学研究科委
員長，応用生物科学部長などをつとめ、2005年から
13年東京農業大学長。2011年から学校法人東京農
業大学理事長。その他，いばらき大使。内閣府食品安
全委員会委員。相馬市復興会議「顧問会議」委員な
ど。

大澤　貫寿

「連携を密にし内外に力強く発信」06 「連携を密にし内外に力強く発信」 05

新・実学ジャーナル 2019年9月号

1962

1988
2005
2009
2019

1985

1950

東京農業大学の前身となる徳川育英会私立育英黌農業
科が開設
　1893年、私立東京農学校と改称
　1925年、大学令による東京農業大学となる

東京農業大学附属第一高等学校（全日制普通科）
　1962年、東京農業大学第一高等学校と改称

東京農業大学第二高等学校（全日制普通科）

東京農業大学第三高等学校（全日制普通科）

東京情報大学

東京農業大学第一高等学校中等部

東京農業大学第三高等学校附属中学校

東京農業大学稲花小学校

1891
学校法人東京農業大学　各学校開設年



学校法人東京農業大学

▶研究&教育 最前線
“カッコいい農家”をよりカッコよく
東京農業大学 助教　小川繁幸

▶ZOOM UP
牛、豚、家禽の畜産総合農場
富士の裾野でいのちを学ぶ

▶「連携を密にし内外に力強く発信」  学校法人東京農業大学　大澤理事長が再任

私の宝ものMy Treasure
パスポート　志和地 弘信
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東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
パスポートを20冊くらい持っています。普通のもの以外に公用、国連発行のものもあり、公用は１回だけのも

のと数次とありますから、計４種類ですね。
東京農大を卒業後、JICA（国際協力機構）で研修を受け1988年、青年海外協力隊員としてネパールに派遣

されました。首都カトマンズから東へ70㌔離れた村で電気、水道、ガスが無い家に住み、２年間、現地の人た
ちに野菜生産の指導をしました。その翌年からは「スペシャリスト」として３年間、さらに1994年からは「スペシャ
リスト」として２年間、ネパールで農業指導を続けました。公用パスポートはこの時代のものです。
ネパールは計７年間過ごしたので、最も思い出深い国になりました。ちょうど、最終的に王政の廃止に至る民

主化運動が高まっていた時期でした。カトマンズから西へ200㌔のポカラという都市で、プロジェクトリーダーを
していた時、運動が暴動に発展しました。事務所近隣のイギリスの事務所が放火されたと自宅に連絡が入り、
事務所のトラックを出しておかなければと、バイクで向かいました。しかし、途中で暴徒に捕まってしまい、政
府側の人間とみられ、バイクから降ろされて小突かれま
した。鉄パイプで殴られそうになった時、知人と目が合
い、必死でアピールすると、彼が「日本人だ、日本人だ！」
と叫んでくれ、寸前で助かりました。
国連のパスは、ナイジェリアにある国際熱帯農業研究

所（IITA）に2000年から04年まで勤務していた時のも
のです。この時も、出張の最中、フロントガラスに大き
な石をぶつけられ車を奪われるカージャックの被害に遭
いそうになりましたね。マラリアも４回、かかっています。
パスポートのページをめくると、そんな思い出がぱーっ

と、鮮やかによみがえります。もちろん危機一髪の場面
だけじゃなく、収穫が増えて感謝されたり、家族も一緒
でしたから、その思い出も。
近年、協力隊員のなり手が少なくなり、困っているそ

うです。東京農大はJICAに最も多くの人材を送り出して
いる大学です。学生諸君には「誰かがやらなければな
らない仕事だ。志をもって農業を学んだ君たちがやって
みないか」と呼びかけています。

（まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾）

My Treasure

第13回

私の宝もの
東京農業大学　国際食料情報学部  教授  志和地弘信
しわち・ひろのぶ／1960年鹿児島県生まれ。鹿児島大学連合農学研究科生物生産科学博士課
程修了。農学博士。東京農業大学国際食料情報学部国際農業開発学科教授。専門は熱帯作物学
など。

パスポート

▲▶色とりどりのパスポー
ト。東南アジア、アフ
リカの主要20カ国をす
べて旅したという。
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学校法人東京農業大学
2019　東京農大創立128年

東
京
農
業
大
学
の
沿
革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。


